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特集 和歌・連歌から見る中世の社会

足利尊氏筆「豊
とよらのみや

浦宮法楽和歌」（下関市忌宮神社蔵）



2

和
歌
・
連
歌
か
ら
見
る
中
世
の
社
会

特 
集

写真 1　住吉社法楽百首和歌短冊
 （冒頭部分／住吉神社蔵）

　

万
葉
集
の
昔
か
ら
、
古
今
集
・
新
古
今
集
の
時
代
、
明
治
時
代
以
降
の
短
歌
の
革
新
運
動
の
時
代
を
経
て
、

現
代
に
至
る
ま
で
、
和
歌
（
短
歌
）
は
、
日
本
人
の
自
然
観
や
美
意
識
な
ど
を
表
現
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
百
人
一
首
」で
遊
び
、
優
雅
な
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
る
お
宅
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
本
の
文
芸
を
代
表
す
る
和
歌
や
室
町
時
代
に
盛
行
し
た
連
歌
か
ら
、
中
世
の
社
会
の
一
面
を

探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
和
歌

　

表
紙
の
写
真
は
、
足
利
尊
氏
が
下
関
市
の
忌い
み
の
み
や宮
神
社

に
奉
納
し
た
和
歌
で
す
。
尊
氏
は
、
建
武
三
年
（
一
三

三
六
）
後
醍
醐
天
皇
方
に
敗
れ
、
一
旦
、
九
州
に
下
り

ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
忌
宮
神
社
に
戦
勝
を
祈
願
し
た

の
で
す
。
そ
の
後
、
勢
力
を
挽
回
し
て
京
都
に
上
っ
た

尊
氏
は
、
建
武
四
年
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
同
神
社

に
和
歌
を
奉
納
し
ま
し
た
。
忌
宮
神
社
に
は
、
こ
の
ほ

か
に
も
、
足
利
直
義
、
足
利
直
冬
、
斯
波
高
経
が
奉
納

し
た
和
歌
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
関
市
の
住
吉
神
社
に
は
、
連
歌
師
の
宗
祇

が
奉
納
し
た
百
首
和
歌
の
短
冊
が
残
っ
て
い
ま
す
（
写

真
１
）。こ
れ
は
、十
五
世
紀
末
に
、宗
祇
が
中
心
に
な
っ

て
編
さ
ん
し
た
准
勅
撰
の
連
歌
集
「
新し
ん
せ
ん
つ
く
ば
し
ゅ
う

撰
菟
玖
波
集
」

の
完
成
を
神
に
感
謝
す
る
た
め
に
同
神
社
に
奉
納
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
は
神
社
に
和
歌
を
奉
納
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
人
々
は
和
歌
を
神
社
に
奉
納
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。

■
和
歌
の
も
つ
宗
教
性

　

日
本
で
は
、
古
く
か
ら
「
言こ

と
だ
ま霊

信
仰
」
が
あ
り
、
言

葉
に
も
霊
が
宿
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

十
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
の

「
古
今
和
歌
集
」
の
仮
名
序
で
、
紀
貫
之
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
ま
す
。「
ち
か
ら
も
い
れ
ず
し
て
、
あ
め

つ
ち
を
う
ご
か
し
、
め
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
、
あ
は
れ

と
お
も
は
せ
、
お
と
こ
女
の
な
か
を
も
や
は
ら
げ
、
た

け
き
も
の
ゝ
ふ
の
こ
ゝ
ろ
を
も
、
な
ぐ
さ
む
る
は
歌
な

り
。」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
８
）

　

こ
れ
も
、「
言
霊
信
仰
」
を
背
景
に
和
歌
の
特
徴
を

記
し
た
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

中
世
に
な
る
と
、
和
歌
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
考
え

方
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。
鎌
倉
時
代
後
期
に
無
住
道

暁
の
著
し
た
仏
教
説
話
集
の
「
沙し
ゃ
せ
き
し
ゅ
う

石
集
」
に
は
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
和
歌
ノ
一
道
ヲ
思お

も
ひ

ト
ク
ニ
、
散さ

ん
ら
ん
そ
ど
う

乱
麁
動
ノ
心
ヲ
ヤ
メ
、

寂じ
ゃ
く
ね
ん
じ
ゃ
う
か
ん

然
静
閑
ナ
ル
徳
ア
リ
。
又
言こ

と
ばス
ク
ナ
ク
シ
テ
、
心
ヲ

フ
ク
メ
リ
。
総そ
う
ぢ持
ノ
義
ア
ル
ベ
シ
。
総
持
ト
云い

ふ

ハ
、
即

す
な
は
ち

陀だ

ら

に
羅
尼
ナ
リ
。」

「
日に
っ
ほ
ん本
ノ
和
歌
モ
、
ヨ
ノ
ツ
ネ
ノ
詞
ナ
レ
ド
モ
、
和
歌

ニ
モ
チ
ヰ
テ
思
ヲ
ノ
ブ
レ
バ
、
必ず
感
ア
リ
。
マ
シ
テ
仏

法
ノ
心
ヲ
フ
ク
メ
ラ
ン
ハ
、無くレ
疑
陀ひ

羅
尼
ナ
ル
ベ
シ
。」

「
神
明
又
多
ク
歌
ヲ
感
ジ
テ
、
人
ノ
ノ
ゾ
ミ
ヲ

メ令レ
叶へ

給
ふ。

旁か
た
が
た和

歌
ノ
徳
、
総そ

う
ぢ持

ノ
義
、
陀
羅
尼
ト
一
ニ
心
ウ

ベ
シ
。」

「
神
明
仏
陀
ノ
和
歌
ヲ
用も
ち
ゐ
た
ま
ふ

給
事
、
必
ズ
コ
レ
真
言
ナ
ル

ニ
コ
ソ
。」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
85
）

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
お
い
て
は
、
和
歌
を
神
仏
に

奉
納
し
、
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
願
い
を
成
就
し

た
り
、
神
仏
に
感
謝
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
広
ま
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

冒
頭
に
記
し
た
奉
納
和
歌
も
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
の

中
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
か

ら
、
中
世
を
生
き
た
人
々
の
心
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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写真 2　住吉社法楽百首和歌短冊　三条西実隆序文（住吉神社蔵）

■
連
歌
の
盛
行

　

中
世
を
代
表
す
る
文
芸
の
一
つ
に
連
歌
が
あ
り
ま
す
。

連
歌
は
、
何
人
も
の
人
が
発
句
に
続
け
て
句
を
詠
み
継

い
で
い
く
「
座
」
の
文
芸
で
す
。
連
歌
は
、
鎌
倉
時
代

後
半
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
大
流
行
し
ま
し
た
。

　
「
建
武
の
新
政
」
の
頃
に
作
ら
れ
た
「
二
条
河
原
落

書
」
の
中
に
も
「
此
頃
都
ニ
ハ
ヤ
ル
物
」
の
内
の
一
つ

と
し
て
「
京
鎌
倉
ヲ
コ
キ
マ
セ
テ　

一
座
ソ
ロ
ハ
ヌ
エ

セ
連
歌　

在
々
所
々
ノ
歌
連
歌　

点
者
ニ
ナ
ラ
ヌ
人
ソ

ナ
キ
」
と
挙
げ
て
い
ま
す
（「
建
武
記
」『
日
本
思
想

大
系
』
22
）。
こ
の
よ
う
な
連
歌
の
盛
行
を
背
景
に
、

十
四
世
紀
の
半
ば
に
は
「
菟
玖
波
集
」
と
い
う
連
歌
集

が
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
菟
玖
波
集
」
に

次
ぐ
連
歌
集
の
編
さ
ん
が
企
図
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
心

と
な
っ
た
の
が
宗
祇
で
あ
り
、
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
の
が
大
内
政
弘
で
す
。

　

宗
祇
は
、
和
歌
の
神
様
と
も
さ
れ
る
住
吉
神
社
に
、

編
さ
ん
の
成
功
を
祈
願
し
ま
す
。
そ
し
て
、
紆
余
曲
折

の
末
、
新
し
い
連
歌
集
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

「
新
撰
菟
玖
波
集
」
で
す
。
残
念
な
が
ら
政
弘
は
そ
の

完
成
を
見
ず
に
他
界
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
彼
の
句
は

七
五
句
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
大
内

持
世
、
大
内
教
弘
や
大
内
氏
家
臣
の
句
も
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

宗
祇
は
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
「
新
撰
菟
玖
波
集
」

の
完
成
を
神
に
感
謝
し
て
、
住
吉
神
社
に
和
歌
を
奉
納

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
後
土
御
門
天
皇
を
は
じ
め
三
〇

人
の
詠
ん
だ
和
歌
を
短
冊
に
記
し
て
奉
納
し
た
も
の
で
、

三
条
西
実
隆
の
序
文
も
併
せ
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
２
）。

■
和
歌
・
連
歌
を
介
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

こ
の
よ
う
に
、
和
歌
や
連
歌
を
介
し
て
、
人
々
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
の
も
、
中
世

の
一
つ
の
特
徴
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

十
五
世
紀
に
活
躍
し
た
歌
僧
の
正し
ょ
う
こ
う広
と
い
う
人
物
は
、

寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
三
月
末
か
ら
同
年
の
九
月
末

ま
で
山
口
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
に
五
月
か
ら

六
月
に
か
け
て
は
九
州
を
歴
訪
し
て
い
ま
す
。

　

正
広
の
歌
集
「
松し
ょ
う
か
し
ゅ
う

下
集
」
の
中
の
詞
書
に
注
目
す
る

と
、
山
口
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
、
大
内
教
弘
や
息
子

の
政
弘
、
大
内
氏
の
家
臣
な
ど
と
頻
繁
に
和
歌
会
が
開

か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
当
時
、
山
口
を
訪
れ
た
中
央
の
文

化
人
な
ど
の
残
し
た
歌
集
を
見
る
と
、
和
歌
や
連
歌
の

会
が
頻
繁
に
開
か
れ
、
大
内
氏
歴
代
当
主
や
家
臣
た
ち

が
中
央
の
文
化
人
な
ど
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。
時
に
は
、
大
内
氏
の
支
配
の
永
続
を
祈
る
法
楽

和
歌
が
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

和
歌
や
連
歌
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
政
治
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

■
大
名
と
和
歌
・
連
歌

　

室
町
・
戦
国
時
代
の
大
名
と
い
え
ば
武
骨
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
多
く
の
大
名
や
そ
の
家
臣
た

ち
は
、
和
歌
・
連
歌
を
は
じ
め
と
し
て
文
芸
の
素
養
も

高
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
、
今
ま
で
記
し
た
よ
う
に
、
和
歌
・
連
歌
を

は
じ
め
と
す
る
文
芸
の
素
養
が
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
に
も
役
立
ち
、
そ
れ
が
、
政
治
的
に
も
役
立
つ
こ

と
が
あ
っ
た
か
ら
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

大
内
政
弘
は
「
拾し
ゅ
う
じ
ん
し
ゅ
う

塵
集
」
と
い
う
優
れ
た
歌
集
を
残

し
て
い
ま
す
。
毛
利
元
就
も
優
れ
た
和
歌
や
連
歌
を
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

　

戦
い
に
明
け
暮
れ
て
い
た
ば
か
り
で
は
な
い
大
名
た

ち
。
高
い
文
芸
的
素
養
。
す
こ
し
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
今
地
）
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

古 代 部 会
大
楠
の
枝
か
ら
枝
へ
青
あ
ら
し

勾玉（まがたま）の形の意味するもの

考 古 部 会
『
通
史
編
』
を
編
む

百聞は一見にしかず

近 世 部 会
い
ろ
ん
な
人
が
い
っ
ぱ
い

毛利隆元書状（益田市立雪舟の郷記念館蔵）

中 世 部 会
幻
の
父
子
連
署
書
状

小串浦庄屋文書

　

か
つ
て
小こ

ぐ
し串

浦
（
現
下
関
市
豊
浦
町
）
の

人
々
は
、
浜
田
（
島
根
県
）
や
対
馬
・
五
島

（
長
崎
県
）
で
大
敷
網
漁
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
し
た
。
な
か
に
は
他
国
の
経
営
者
に
、
そ

の
技
術
を
買
わ
れ
て
出
向
く
人
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
次
年
度
刊
行
予
定
の
『
史
料

編　

近
世
４
』
（
経
済
２
）
に
は
、
往
時
の

山
口
県
に
生
き
た
人
々
の
経
済
活
動
が
具
体

的
に
わ
か
る
史
料
を
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当　

河
本
・
松
島
・
宮
﨑
）

　

『
通
史
編　

原
始
・
古
代
』
の
原
始
関
係

（
岩
宿
〜
古
墳
時
代
）
は
、
計
二
〇
名
で
執

筆
に
あ
た
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
生
産
・
埋
葬
・

交
易
・
ま
つ
り
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
使
用

さ
れ
た
道
具
や
地
面
に
残
さ
れ
た
痕こ
ん

跡せ
き

か
ら
、

人
々
は
何
を
考
え
、
ど
う
行
動
し
た
の
か

鳥ち
ょ
う
か
ん瞰
し
ま
す
。
県
土
山
口
の
時
代
史
を
紐
解

く
手
引
書
と
な
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当　

河
村
・
德
本
美
）

　

こ
の
句
は
、
種
田
山
頭
火
が
下
関
市
豊
浦

町
川
棚
の
ク
ス
の
森
（
天
然
記
念
物
）
を
見

て
詠
ん
だ
句
で
す
。

　

六
三
〇
年
か
ら
中
国
の
唐
に
使
節
が
派
遣

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
交
通
手
段
は
船
。

弥
生
時
代
以
降
、
大
船
建
造
に
は
ク
ス
材
を

利
用
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
川
棚

の
ク
ス
の
森
」
は
、
当
時
の
造
船
建
材
の
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
で
は
周
防
国
で
七
〇
二
年
出
発
の

遣
唐
使
船
建
造
記
事
が
『
続
日
本
紀
』
で
確

認
で
き
ま
す
。　
　
（
担
当　

石
風
呂
・
山
本
）

　

下
の
写
真
は
、
益
田
兼か

ね
つ
ぐ続

を
吉
田
慶
千
代

の
名
代
と
認
め
る
内
容
の
毛
利
隆
元
書
状
で

す
。
注
目
す
べ
き
は
、
隆
元
と
並
ん
で
、
息

子
の
輝
元
が
署
判
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

輝
元
（
幼
名
幸こ
う
つ
る
ま
る

鶴
丸
）
は
隆
元
没
後
の
永

禄
八
年
に
元
服
し
て
輝
元
と
名
乗
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
輝
元
が
隆
元
と
連
署
す
る
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
す
。
お
そ
ら
く
輝
元
は
、

父
隆
元
の
判
断
を
追
認
し
、
そ
の
署
判
の
横

に
自
ら
の
署
判
を
加
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当　

今
地
・
吉
田
・
高
橋
）
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近 代 部 会
雑
誌
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「古谷道庵日乗」第一巻（下関市所蔵）

明 治 維 新 部 会
「
古
谷
道
庵
日
乗
」

『近代５』収録予定雑誌（県立山口図書館蔵）

民 俗 部 会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

昭和二十一年萩市議会会議録

現 代 部 会
議
会
会
議
録

寄せられたアンケート用紙

部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

『
史
料
編　

現
代
４
』
関
係
の
調
査
の
た

め
に
県
や
市
町
村
の
議
会
の
会
議
録
の
原
本

を
見
る
と
、
記
録
担
当
者
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ

り
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
敗
戦
後
の
混
乱
期
の
さ
中
に
書
か
れ
、

丁
寧
な
書
体
で
訂
正
箇
所
も
ほ
と
ん
ど
な
い

手
書
き
の
会
議
録
を
見
る
と
、
復
興
に
向
け

た
真
剣
な
議
論
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
記
録

担
当
者
の
仕
事
ぶ
り
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当　

関
谷
・
古
屋
・
村
里
）

　

民
俗
部
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
山
口
の
各
関
係
者

の
御
協
力
を
得
て
、
昭
和
三
十
年
以
前
の
農

業
の
在
り
方
や
水
田
の
利
用
法
、
季
節
・
天

候
の
言
い
伝
え
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
多
く
の
御
高
齢
の
方
々
か
ら
貴
重

な
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
を
集
約
・
分
析
し
て
、
伝
統
的
な
農

村
生
活
の
技
術
や
知
恵
を
記
録
し
つ
つ
、
山

口
県
の
民
俗
の
地
域
性
を
次
回
刊
行
の
『
民

俗
編
』
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当　

川
上
・
小
本
）

　

幕
末
維
新
期
、
長
府
藩
領
の
豊
浦
郡
宇う

か賀

本
郷
で
、
地
域
医
療
や
教
育
活
動
に
従
事
し

て
い
た
古
谷
道
庵
は
、
天
保
七
年
か
ら
明
治

十
一
年
ま
で
の
四
二
年
間
で
、
一
一
五
巻
に

も
及
ぶ
日
乗
（
日
記
）
を
書
き
記
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
日
記
は
、
昭
和
六
十
一

年
梅
雨
期
の
大
雨
な
ど
に
よ
り
破
損
し
た
古

谷
家
宅
の
土
蔵
を
解
体
作
業
中
、
偶
然
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
激
動
の
時
代
に
生

き
た
民
衆
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
く
れ
る

貴
重
な
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当　

土
井
・
里
谷
・
宮
本
）

　

『
史
料
編　

近
代
』
の
編
集
過
程
で
、
新

聞
と
と
も
に
時
代
の
流
れ
を
つ
か
む
大
き
な

手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
様
々
な
団
体
の
発

行
し
た
会
報
や
機
関
誌
な
ど
の
雑
誌
で
す
。

　

収
録
さ
れ
た
特
集
記
事･

論
説･

投
稿
な

ど
に
注
目
し
て
み
る
と
、
政
治･

経
済
を
は

じ
め
、
当
時
の
各
界
の
動
向
や
最
新
の
話
題

が
鮮
明
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
す
。

　

県
内
発
行
誌
に
加
え
、
県
外
発
行
誌
に
も

注
目
し
て
、
山
口
県
関
連
の
雑
誌
記
事
の
網

羅
的
な
収
集
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
担
当　

淺
川･

徳
本
敦･

伊
藤
恵
）
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ふるさと山口・22

故
郷
に
〝
還
り
た
い
〞

絵
本
作
家　

ふ
り
や　

か
よ
こ

地域に根ざす・22

油
谷
郷
土
文
化
会

「郷土を見つめ直す」研修旅行
（九州国立博物館、平成 17 年 11 月 1 日）

　

私
の
故
郷
は
、
か
つ
て
周
防
国
府
の
お
か
れ
た
〝
防
府
〞
で
あ
る
。
有
史
以
来
、
先
人

達
の
築
い
た
遺
構
が
数
多
く
残
る
こ
の
地
に
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
ま
で
の
日
々
を
過
ご
し

た
。
我
家
は
山
と
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
、
当
時
ま
だ
人
家
も
疎
ら
な
不
便
な
片
田
舎
。
幼
い

私
に
は
防
府
の
街
は
遙
か
に
遠
い
別
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
物
心
が
つ
き
始
め
た
ば
か

り
の
頃
の
、
今
で
も
瞼
に
鮮
や
か
な
故
郷
で
の
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
は
菅
原
道
真
公
ゆ
か

り
の
〝
天
神
様
〞
の
祭
で
あ
る
。
黒
山
の
人
だ
か
り
の
中
、
父
の
肩
車
で
見
上
げ
た
花
火
、

次
々
と
夜
の
大
空
に
魔
法
の
よ
う
に
咲
く
大
輪
の
花
の
な
ん
と
美
し
い
こ
と
！
そ
し
て
街

中
を
、
怒
濤
の
よ
う
に
山
車
と
裸
坊
が
ぶ
つ
か
り
合
う
誕
辰
祭
な
ど
…
…
、
何
も
か
も
ま

る
で
夢
の
中
。
幼
い
私
の
胸
は
昂
揚
感
で
一
杯
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
あ
る
日
、
母
に
手
を
引
か
れ
周
防
国
分
寺
を
訪
ね
た
時
、
仁
王
門
の
二
体
の
仁
王
像

に
強
烈
な
恐
怖
を
覚
え
、
大
泣
き
し
た
事
が
あ
る
。
当
然
、
阿
吽
の
口
元
も
勇
猛
威
嚇
の
表

情
も
解
る
訳
も
な
く
、
た
だ
恐
ろ
し
く
あ
の
鋭
い
眼
光
に
身
が
す
く
ん
だ
。
…
…
ふ
と
気
が

つ
く
と
、
仁
王
像
に
静
か
に
真
向
か
い
、
合
掌
す
る
母
の
穏
や
か
な
面
差
し
。
怖
く
な
い
の

か
な
…
…
、
母
を
見
つ
め
て
い
た
ら
、
辺
り
に
不
思
議
な
空
気
の
流
れ
を
感
じ
た
。
思
わ
ず

大
き
な
溜
息
が
出
た
。
怖
さ
が
す
っ
ー
と
消
え
て
い
っ
た
。
…
…
今
思
う
と
、
あ
の
時
の
感

覚
は
私
の
中
で
無
意
に
芽
ば
え
た
、
初
め
て
の
畏
敬
の
念
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

そ
の
後
上
京
し
、
東
京
の
生
活
も
随
分
長
く
な
っ
た
。
け
れ
ど
私
は
年
齢
を
重
ね
る
に

つ
れ
、
何
か
と
故
郷
を
、
山
口
県
を
意
識
し
思
い
出
す
。
昔
な
じ
ん
だ
人
々
や
、
歴
史
の

香
り
豊
か
な
佇
い
が
偲
ば
れ
る
。
故
郷
に
帰
り
た
い
。
そ
こ
に
は
き
っ
と
、
母
の
懐
に
い

る
よ
う
な
深
い
安
堵
を
覚
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
い
つ
か
先
人
達
の
足
跡
を
辿
っ

て
み
た
い
。
維
新
の
志
士
達
の
心
に
触
れ
た
い
。
私
が
日
本
で
一
番
美
し
い
と
信
じ
て
い

る
、
瑠
璃
光
寺
の
五
重
塔
を
仰
ぎ
見
た
い
。
そ
し
て
美
し
く
蘇
っ
た
と
い
う
周
防
国
分
寺

の
御
仏
に
、
あ
の
仁
王
像
に
心
静
か
に
合
掌
し
た
い
。

　

故
郷
に
帰
り
た
い
。
い
つ
の
日
か
故
郷
に
〝
還
り
た
い
〞。　
　
　
　
（
防
府
市
出
身
）

　

本
会
は
、「
油
谷
町
及
び
関
係
地
区
の
郷
土
文
化
の
研
究
推
進

と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
」（
会
則
）
と
し
て
、
昭
和
四
十
二

年
に
元
菱
海
村
村
長
、
故
乃
美
国
介
会
長
の
も
と
、
約
二
〇
名
の

同
志
を
も
っ
て
発
足
。
現
在
三
九
年
目
を
迎
え
て
い
る
（
現
会
員

三
二
名
）。
そ
の
間
、
毎
月
の
定
例
研
修
会
を
軸
に
、
地
元
の
人
々
の
協
力
の
も
と
、
町
内

の
史
跡
・
文
化
財
・
歴
史
資
料
等
の
調
査
研
究
、
民
話
や
伝
承
等
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
調
査
等
に
出
か
け
な
い
定
例
研
修
会
は
、
共
同
課
題
の
討
議
、
個
人
研
究
の
発
表

等
で
、
研
修
を
深
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
等
を
広
い
視
野
や
体
験
か
ら

見
つ
め
直
す
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
宿
泊
を
伴
う
県
内
外
の
視
察
旅
行
を
毎
年
の
ご

と
く
実
施
し
、
今
年
で
三
〇
回
を
数
え
る
。
遠
く
は
佐
渡
・
沖
縄
・
韓
国
に
も
足
を
伸
ば
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
研
究
等
の
成
果
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
刊
行
を
開
始
し
た
会
誌
『
油
谷

の
さ
さ
や
き
』
に
発
表
し
、
意
見
交
換
や
相
互
研
修
の
広
場
と
し
て
い
る
。
会
誌
は
一
般
に

も
頒
布
し
、
広
く
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
（
今
年
二
四
号
）。

　

殊
に
本
会
の
業
績
と
し
て
、
現
在
も
そ
の
成
果
が
地
域
で
活
か
さ
れ
て
い
る
出
版
物
と
し

て
、『
油
谷
町
の
昔
話
』（
三
巻
、昭
和
五
十
一
〜
五
十
三
年
）と『
油
谷
町
歴
史
い
ろ
は
か
る
た
』

（
昭
和
五
十
三
年
）
が
あ
る
。
こ
の
「
か
る
た
」
は
、
地
元
の
絵
画
グ
ル
ー
プ
「
ぬ
た
く
り

会
」（
福
田
忠
会
長
外
五
氏
）
に
よ
っ
て
、
数
年
が
か

り
で
、
絵
入
り
カ
ー
ド
と
し
て
四
〇
組
が
手
づ
く
り

さ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
郷
土
史
に
ふ
れ
ら
れ
る
と
し

て
各
小
・
中
学
校
、
公
民
館
、
各
種
団
体
等
で
、
今

も
盛
ん
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
ま

た
、
毎
年
、
一
般
を
対
象
に
歴
史
・
文
化
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
す
る
。　
　
　
　
（
会
長　

前
田
勲
）

　

連
絡
先　

長
門
市
油
谷
下
蔵
小
田
（
会
長
宅
）

　
　
　
　
　

電
話　

〇
八
三
七―

三
二―

〇
七
五
六

　

会　

誌　
『
油
谷
の
さ
さ
や
き
』
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山口県
　歴史モノ語り 20

県史アラカルト 2

見
島
の
鬼
揚
子

最
近
の
調
査
か
ら

鬼揚子作成中

大空へ揚がる直前の鬼揚子

須子家文書

　

見
島
は
萩
の
北
北
西
約
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
海
上
に
浮
か
ぶ

面
積
約
七
・
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
火
山
島
で
す
。

　

こ
の
見
島
の
珍
し
い
風
習
と
し
て
「
鬼お

に
よ
う
ず

揚
子
」
と
呼
ば
れ
る
奇
怪
な

形
相
の
凧た

こ

が
あ
り
ま
す
。

　

鬼
揚
子
は
ぐ
っ
と
口
を
張
っ
て
ギ
ョ
ロ
リ
と
し
た
目
が
特
徴
の
鬼
の

顔
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
、
下
に
は
ヘ
コ
と
い
う
紅
白
の
縞し
ま

模
様
の
尾
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
鬼
揚
子
は
長
男
が
生
ま
れ
た
家
で
、
そ
の
子
の
将
来

を
祝
福
す
る
た
め
に
、
空
高
く
揚
げ
て
降
り
か
か
る
悪
事
災
難
を
追
い
払
お
う
と
い
う
縁

起
物
で
す
。

  

長
男
が
誕
生
し
た
年
の
年
末
に
、
家
族
や
親
戚
が
集
ま
り
、
竹
を
削
っ
て
骨
組
み
を
作

り
、
和
紙
を
は
っ
て
鬼
の
絵
を
描
き
ま
す
。
鬼
揚
子
を
高
く
揚
げ
る
ほ
ど
そ
の
男
の
子
が

丈
夫
に
育
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
糸
の
吟
味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
入
念
な
製
作
が

行
わ
れ
ま
す
。
中
に
は
畳
八
枚
分
も
あ
る
大
き
い
鬼
揚
子
が
作
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
き
あ
が
っ
た
鬼
揚
子
は
、
年
が
明
け
た
正
月
の
天
気
の
良
い
日
に
揚
げ
ら
れ
ま
す
。
で

す
か
ら
年
の
瀬
に
長
男
が
生
ま
れ
る
と
、
家
族
や
親
戚
に
と
っ
て
年
末
年
始
は
、
大
変
忙

し
く
な
り
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
上
）

　

近
世
部
会
で
は
、
昨
年
か
ら
萩
市
の
須す

こ子
家
文
書
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
城
下
町
「
萩
」
の
港
と
し
て
栄
え
た
浜
崎
で
、
酒
造
業
や
両
替
商

を
営
む
一
方
、
年
寄
を
務
め
た
須
子
家
。
文
書
の
一
部
は
『
萩
市
史
』
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
貌
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
、

須
子
さ
ん
の
御
厚
意
で
、
蔵
の
中
の
一
紙
物
を
中
心
と
す
る
史
料
を
調
査

す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
大
ま
か
な
整
理
が
つ
き
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
浜
崎
町
の
年
寄
と
い
う
役

職
に
関
係
す
る
史
料
、
商
人
と
し
て
商
売
の
帳
簿
や
取
引
関
係
の
書
状
類
、
萩
藩
士
の
知

行
米
等
の
売
買
や
、
武
士
や
町
人
の
頼
母
子
に
か
か
る
史
料
等
々
、
地
域
経
済
を
支
え
て

い
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
多
数
伝
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
大
量
の
蔵
書
や
茶
道
・

お
花
・
和
歌
・
俳
諧
な
ど
文
化
関
係
の
史
料
、
信
仰
を
集
め
て
い
た
住
吉
神
社
の
祭
礼
関

係
の
史
料
等
々
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
詳
し
い
分
析
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　

県
史
編
さ
ん
事
業
も
後
半
戦
に
突
入
し
ま
し
た
が
、
出
来
る
限
り
史
料
の
収
集
・
調
査

を
お
こ
な
っ
て
、
少
し
で
も
歴
史
の
真
実
に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
う
ち
に
も
、

こ
ん
な
も
ん
が
あ
る
で
ぇ
。」
な
ど
、
ど
ん
な
些
細
な
情
報
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
本
）
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　山口県史の構成・刊行計画（全42巻）
　【通史編】　　　　６巻
※18 原始・古代
 中　　　世
 近　　　世
 幕 末 維 新
 近　　　代
 現　　　代
　【民俗編】　　　　１巻
　【史料・資料編】　33巻
既刊 考古１（原始）
既刊 考古２（古代以降）
既刊 古代　（古代史料）
既刊 中世１（記録）
既刊 中世２（県内文書１）
既刊 中世３（県内文書２）
 中世４（県内文書３・県外文書・
 　　　　文学資料）
既刊 近世１（政治１）
既刊 近世２（政治２）
既刊 近世３（経済１）
 近世４（経済２）
 近世５（文化）
 近世６（諸家文書１）
 近世７（諸家文書２）
既刊 幕末維新１（政治・社会１）
既刊 幕末維新２（政治・社会２）
※18 幕末維新３（政治・社会３）
 幕末維新４（政治・社会４）
 幕末維新５（経済）
既刊 幕末維新６（軍事）
 幕末維新７（文化）
既刊 近代１（政治・社会・文化１）
 近代２（政治・社会・文化２）
 近代３（政治・社会・文化３）
既刊 近代４（産業・経済１）
 近代５（産業・経済２）
既刊 現代１（県民の証言  体験手記編）
既刊 現代２（県民の証言  聞き取り編）
既刊 現代３（言論・文化  プランゲ文庫）
 現代４（産業・経済）
 現代５（政治・社会）
既刊 民俗１（民俗誌再考）
既刊 民俗２（暮らしと環境）
　【別　編】　　　　２巻
 統計
 年表・索引
　　※を付けた数字は刊行予定年度

講演中の秋山先生

▼
今
後
の
配
本
予
定
巻
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
『
史
料
編　

幕
末
維
新
３
』（
政
治
・
社
会
３
）
は
、
幕
末
期
の

政
治
・
社
会
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
家
老
と
し
て
藩
政
の

中
枢
に
い
た
浦う
ら
ゆ
き
え

靫
負
の
日
記
を
収
録
し
ま
す
。
そ
の
政
務
に
関
す
る
記
述
か
ら

は
、
政
権
の
内
部
構
造
や
政
策
決
定
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
家
中
諸
家

と
の
交
際
や
浦
家
の
所
領
経
営
な
ど
の
記
事
か
ら
は
、
武
家
社
会
を
含
め
た
幕

末
期
の
社
会
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。    

　
『
通
史
編　

原
始
・
古
代
』
は
、
冒
頭
に
、
本
県
の
個
性
的
な
地
理
的
環
境

や
県
土
の
生
い
立
ち
を
叙
述
す
る
「
人
と
環
境
」
編
を
設
け
、院
政
開
始
前
（
一

〇
八
五
年
）
ま
で
の
山
口
県
の
歴
史
的
な
歩
み
や
特
性
等
を
叙
述
し
ま
す
。                  

　

引
き
続
き
、『
史
料
編　

中
世
４
』（
県
内
文
書
３
・
県
外
文
書
・
文
学
資
料
）、『
史
料

編　

近
世
４
』（
経
済
２
）、『
史
料
編　

近
代
５
』（
産
業
・
経
済
２
）、『
史
料
編　

現
代

４
』（
産
業
・
経
済
）
も
刊
行
の
予
定
で
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
去
る
九
月
十
六
日
、
山
口
市
の

「
ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
山
口
」
を

会
場
に
第
一
五
回
山
口
県
史
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
山
口

県
史
編
さ
ん
委
員
・
中
世
部
会
長
の

秋
山
伸
隆
先
生
（
県
立
広
島
大
学
教

授
）
で
、「
文
書
か
ら
み
る
毛
利
元
就
の
時
代　

―

防
長
中
世
文
書
の
世
界―

」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
の
概
要
は
、
来
年
三
月
発

行
の
『
山
口
県
史
研
究
』
第
一
五
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

▼
『
山
口
県
史
』
お
よ
び
『
山
口
県
史
研
究
』
の
お
申
し
込
み
は
、
左
記
あ
て
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。                                                       

　
　

〒
七
五
三―

八
五
〇
一　

山
口
市
滝
町
一
番
一
号　

山
口
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
内 

            　
　

山
口
県
刊
行
物
普
及
協
会　

電　

話
（
〇
八
三
）
九
三
三―

二
五
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
三
）
九
二
三―

九
一
三
九


